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はじめに 

 

2017 年 3 月 27 日、栃木県那須町の那須岳東斜面で発生した雪崩により、登山講習中の高

校生 7 名、引率教師 1 名の 8 名が犠牲となり、40 名が負傷する災害が発生しました。遺族

の方にお悔やみ申し上げるとともに、事故に遭遇され負傷された生徒、ご家族の皆様にお

見舞い申し上げます。 

我々は、雪崩発生の原因を突き止めるべく、事故発生直後から現地に入り調査を行いま

した。調査は次章に示すメンバーにより次に示す流れで実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故直後の現地調査と気象状況から、低気圧性の降雪がすべり層となって発生した表層

雪崩ではないかと想定されました。この低気圧性の降雪は以前から「降雪結晶」として、

雪崩の弱層になっていることは知られていました。4 年前の 2014 年 2 月の関東甲信の大雪

では、南岸低気圧の降雪で山梨県や長野県、群馬県、栃木県、東京都、埼玉県、福島県、

宮城県、岩手県などで多数の雪崩が同時発生し、車や道路を埋め、山間集落の除雪を遅ら

せるなどの大きな影響を与えました。これを契機に、低気圧性の降雪は、崩れやすくて雪

崩発生の原因となりやすく、とくに留意すべきものであることを徐々に把握してきた矢先、

今回の事故となってしまいました。 

雪氷研究者にとって、この事故は非常にショッキングであり、これまでの研究活動の在

り方も考えさせられました。自分の子供が部活動中に事故に遭い、突然二度と会えないと

いうことの重大さは、ご遺族の心中を考えると誠に心が痛みます。雪崩をはじめとした雪



 

 

氷災害を研究する私たちは、なぜ、このような災害を防ぐことができなかったか、4 年前に

低気圧性の雪崩の危険性をさらに広く周知していなかったことを悔んでいます。 

今回の調査は、このような雪崩事故を二度と起こさないことを第一の目的として行って

きました。雪崩発生直後の積雪調査、降積雪解析、雪崩運動解析から低気圧性の降雪によ

る雪崩発生の地形や気象的な特徴を把握し、雪崩発生の危険性がいつどこで高まるかをお

知らせできるシステムを開発し、登山やスキーの行動を計画する場合にも利用できるよう

な情報を提供することを目指してきました。さらに低気圧性の降雪による雪崩の危険性を

周知することを含め、全国 7 県で、高校登山部顧問の皆さんを対象に、県によっては登山

部に属する高校生も含め研修も実施してきました。 

今回の調査チームで行ってきたことは、単年度だけで完結することはあり得ません。今

回のような雪崩事故を防ぐには課題も多いと思います。開発を試みた表層雪崩予測システ

ムも災害防止につなげるためには、各地での観測に基づく検証が不可欠です。また、これ

らの情報を活用するための周知や広報活動もさらに進めることが必要です。本報告書をご

覧になり、「那須雪崩事故を風化させず、二度とこのような災害は起こさない」ために、

さらにアドバイスをいただければ幸いです。 

 

本調査は平成 29 年度科学研究費補助金（特別研究促進費）の助成を受け実施しました。

年度替わりの時期に、早急に対応をいただいた京都大学防災研究所自然災害研究協議会の

中川一前議長をはじめ、関係者の方々に感謝いたします。 
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